




研究目的 

未熟児およびその他のハイリスク新生児に対する集中治療の中核をなすものに呼吸管理と

体液管理があげられ,そのいずれにも著しい進歩のあとがうかがえ,死亡率のみならず後障

害の発生も減少の一途をたどっている。しかしながら,児の予後の改善とは逆にこれまであ

まり見ることのなかった疾患が問題となって来ているように,新しい医療術式の導入には

より長期的な視察を要するし,ふりかえってその効果を評価することも必要である。心身障

害発生防止の観点からみると,周産期は一生を左右するとも云える瞬間であり,その管理に

ついて,今後さらに検討すべき課題も少なくない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


